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資　料一

幼児 の 遊び行動に及 ぼ す性差 ， 性役割選択及 び

性的 ラベ リン グ の 効果

増　田　公 　男
＊

中　 尾 忍
＊＊

問 題

　幼児が性役割行動 を獲得す る際の ラベ リ ン グの 重要性

に つ い て は ，多くの 研究者に よ り指摘され て い る が ， 性

的 ラベ リ ン グの 直接的効果 に関して は，こ れ ま で ほ とん

ど検討 さ れ て い な い （Montemayor ，1974）。Thompson

（1975〕の ラ ベ リ ン グ効果 に っ い て の 発達的観点 か らの 考

察に よれ ば，30か 月児は明確に性差を認識 して い る が ，

性的 ラ ベ ノ
．
・ を行動指針 とは せ ず，評価的ラ ベ ル を採用 し，

36か 月児 に な っ て 初 め て性的ラベ ル が行動 に 影響を持つ

よ うに な る とい う。 こ うし た結果 と他の 性役割 に つ い て

の 研究 を照 会すれ ば，性的ラ ベ リ ン グの 効果は， 3 才以

降 に 顕在fl二す る と考 え る こ と が で き る 。
Montemayor

（1974）は． 6 〜8才児 で 男女共 に性的 ラベ ル が行動遂行

に 対 し て 強 い 効果 を及 ぼ す こ と を見出 し た 。ラ ベ リ ン グ

とい う直接1約な方法 の 他 に ， モ デリン グも性役割学習 に

と っ て 重大な効果 を有 して い る と考え ら れ る が，M 麗
一

ters　et 　al．（1979）は ラ ベ リ ン グとモ デ リ ン グの 2 っ の
．
晴

報源 を幼男 に 与え， それ らの 比較検証実験 を施行 した と

こ ろ，ラベ リ ン グ情報 を よ り重視す る とい う結果 を得 た。

　本実験 は ，以上 の よ うな ラベ リ ン グの 重要性 に着目 し，

そ の 一
側面 と し て の 性的ラベ リ ン グが，被験者の 性 ， 性

役割選択 の 水準 と共 に s 幼児の 遊び行動に い か なる 効呆

を及 ぼす か を検討す る た め に 計画 され た 。 性的 ラベ ル 条

件 に 関 し
『
〔
．
，本実験 で は接近条件 （Approach ： AP ） と

回 避条件 （Avoidance ： AV ）が設 1ナられ た。　AP の 方が的

確か つ 直康的で あり，同性 ラベ ル は被験児 の 玩具選択に

効果が あ る が ， 異性 ラベ ル は 何 の 影響 ももた ら さな い と

い う研究縞果 （Liebert　 et　 aL ，1971 ）を考慮すれ ば，条

件問 の 単純な比較 で は ， 相対的 に AP の 方 が性に適切 な

行動を よ り多く生 起 させ る 可能性が あ る ，、しか しな が ら，

Macc   by ＆ Jacklin（1974 ）の ， 子 ど もた ち は 各性に適

した 行動 に 従 う方法 の みならず，どの 行動を避 け る べ き

か と い うこ と も学習 し て い る とい う主 張 に もあ る よ うに ，
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囿避 ラ ベ ル も行動 を規制す る カ を持 っ て い る 。 ま た ， こ

の 回避ラベ ル は 性 と強 い 関連性が あ り， 性的 ラ ベ リ ン グ

が男性 に対 して影響が強い こ と を Stein　 et　 al．（1971）は

見出 し て お り，そ の 理 由 を男性 の 同性役割 に 対す る好 み

が女児 の それ を上 阿 る とい う事実に 求 め て い る。

　次 に被験者 の 性 の 効果に つ い て ，従来の 関連諸研究は

男児が女児 よ り性 に 適切な玩具 で の 遊び を多く し，逆 に

不適切な遊びで は男児が少 な い こ と を示 して お り， その

理 由を男児 へ の 性 の 型付け の 厳 し さ，性 に不適切な行動

に対す る罰 の 強 さに帰 し て い る （Mussen ，1969な ど）。

ま た，性役割選択テ ス トで得 られ た 得点 も性 の 要因に近

い 効力 を持っ 可能性が あ る 。

　以上 の 研究報告の 結果 を踏 ま え ， 本実験 で は 次の 仮説

を検討す る こ とに した 。3 つ の 要因 の 独立 の 効果 に関 し

て sAP は AV よ り性に適切
＊
な遊び が多 く，不適切

絆 な

遊 び で は逆転す る と 予測 され る （仮説 1− 1）。次 に性差

に つ い て は，性 に適切 な遊び は 男児が 多く，不 適切 な遊

び で は女児 が多い で あ ろ う （仮 説 1− 2）。性役割選択得

点を基 に 設定 され た 2 君羊（Eiigh　Score：HS，　 Low 　Score

；LS） に お い て は ，二 者択
一

的仮説が 立 て ら れ る。 もし

性 に ふ さわ し い と考 え られ る特性 をよ り強 く備 え て い る

こ とが ， 遊び行動を支配す る主要因 で あ る なら， HS 群

は LS 群 よ D性に 適 切な遊び を多く出現 させ ， 不適切な

遊 び で は 逆 に な るで あ ろ う （仮 説 1− 3a）。し か し な が

ら， 男児 に対す る ラベ リ ン グの 効果が 大 で ある とい う主

張を生物学的生活体 と し て の 性 を越 え た もの と解釈す る

な ら，HS 群男児 と LS 群女児 の ラベ リ ン グの 効果 は 大き

くな り， そ の た め HS 群 と LS 群 の 差 は 相殺され ， 性 に

適切な遊 び ， 性に 不適切 な遊 び 共 に 差異 は 消失す る と考

え られ る （仮 説 1− 3b）。

札 ＊＊　 本 実 験 に お げ る 性 に 適 切，不 適 切 と い う 百 葉 は ，
　 中

・1生玩 具 に ．
［生ラ ベ ル を 付す る た め ，本 来，憶 に 適 切 と

　 目 さ2しる，性 に 不 適 切 と 目 され る と い う蓑 現 が 正 確 で

　 あ る が，以 下 の 記述 で は
一

貫 し て ［生 に 適 切，不 適 切 と

　 い う 議
’
葉 を 用 い る 。 む   AV 群 の 性 に 適 切 な 遊 び は

　 不 適 切 で な い 遊 び で あ り ，AP 群 の 不 適 切 な 遊 び は 適

　 切 で な い 遊 び と い う裏 現 が 正 確 で あ る。
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　次に 各要因問 の 関連性 に つ い て ，男児 の 回 避 的 傾向 が

顕著で あれば ， ラベ ル 条件 と性の 間に は 交互作用が石ド認

され る と予測 で き る （仮説 2− 1）。ま た，ラベ ル 条件と

選択得点水準間 で は，ラベ ル 条件の 効 果 が HS 群，　 LS群

に 等 し く作用す る た め，得点水準 の 効果 とは 関係なく，

交互 作用 は 示 され な い で あろ う （f．lx
−
H
　2− 2）。最後に ，

性 と選択得点水準との 間 に は，仮説 ／− 3a が支持 され れ

ば交互作用が認 め られ ず （仮 虎 2− 3a），
1− 3b が支持さ

れ れ ば反対 に認 め られ る で あろ う （入説 2− 3b＞．

方 法

　被験 児 ； 被験児 は 名ifl屋市郊外 の 幼稚園児 4 ・5 才児

100名 （男 女 各 5  名 〉で あ っ た 。これ らの 幼 児 に 対 して，

ま ず，性役害1」選択 テ ス ト＊
〔増 旧 ・［lr尾 ，

1980）を実施し，

男女各々 適切な性役割選択毎点 の 高 い 群 と低 い 群 を 40

％ず っ 抽出 し，男女各40名が本実験 に 参加 し た 。平均 F

齢 は男児5．81才 （SD ・−O．46），女児5、66オ （SD ＝・0．58）

で あ っ た 。

　実験計画 ： 2 （ラ ベ リ ン ノ

’
条件 ）× 2（・1）x2 （1 だ ll遣

才ノ
．
）水 轄

＊

）の 3要因計画法が 用 い られ iこ 。第1 の 要因

で あ る ラベ リ ン グ条件は ，前述 の 2 条件で あり，AP は

一
方 の 玩具 に lr］性 ラベ ル を付 し，他方 の 玩 具 に は 何 の 情

報も与 え ず ， AV は逆 こ 異性 ラベ ル を付すとい う操作で

あ っ た 。

　実験材料 ：玩具 と して は，中性玩具 で あ る 輪投げ （増

田 ら，1980な ど） と木琴 （Masters 　et 　al．，197gな ど ）各

2 セ ッ ト を用 い ，一
方 と白色に他方 を黄色 に 着色 し ， 色

彩が行動に作用 し ない よ うに ， 各群 の 半・数 の 脅 は 白色玩

具 こ ， 残 りの 者 は 黄色玩具 に対 して ラベ ル を与 え た 。ま

た，各 ラ ベ ラ
ー 〔男 r ラ ベ ラ ー一

大 学 し。生 ， 女 性 ラ ベ

ラ
ー一大 学 生 ）が同色の 2 種類 の 玩具 を手 に持 つ 上半身

の 写真 （8．0 × 12．　Ocm ），　 y ［
・4 枚を準備 し た 。

　手続 ： 実 験 は ラ ペ ラーと は 異 な る 実験者 2 名 屠 の

に よ り施行され た 。 被験児 は 性役害1選 択 テ ス トを実：施 し

た 実験者A に よ り実験室 （幼 稚 園 内 の
；
占楽至 ） に連 れ て

来 られ，実験者 B に よ り次 の 教示 （男 児 AP ，女 児AV ：

一
一 　　　　　　　@こ　　　フ）　 　テ　 　ス　@

　
　　1−　　@よ　　　， 　　坑　　@　具　　　　　　，　　

‘
　IT，　∬　　　1　@●　　@）トLｯ　　汁c 　ノ⊃　　　

　
　　　] ⊃　．！　）　　一［

　 　 位 　 　 　 　 　 「 ． J 　 廴 　」 丿戈 　から 溝
成
されている。成 人 男

1 ＿ 対 し ゴ ．の 〕；　i）’，〕テスト 　 を も とに ，各rfi　 tJt 　

､ に ， 男 性 的 か ら 女｛ 1的： ・ c ー る 5 項 　日からな
る

カ ートご，す べ て の 組 台 せ を 1 ， ， 一 ． 一 対 　比．
i
交
法
で強 制選択を

せ る もの て あ る 。）kl　・t − ，こ．
．）テ 　ス ト の得 点 範 t

h ， 。 ． 十 60〜− 60 て ， 正 値は
1 感 択を， 　負 値 は 女 1 生ノ聾択を 意 味 す る 。 ＊＊

　
Ssの性と得点ガ準 を

1ft せ に 4 稍 の 「 「 均A，．，［ ， ， ， ， ／ ． ，男 　児高男性

沢 丗：
＋28．6 ， 女 咒

高
女佐 熾 択 君1； − 32 ． 1 ， 　 JJi 　Lし

男 性選 ’尺群 ： 十 2．　
C 女 児 低 女・1遺

D − 4 ・6 　− 　　 J 　　　 　k − 　　D つ／ ・＿e

（ ） 内1 “男児 AV ， 女尼 AP ＞ を受けた 。「 ○ ○ ち

ん ， こ こ に 自い輪 投 げ と 木 琴と， 眞 色 い 輪 投 げ と

琴が あ る でし ょ 。 こ のお も ち ぺ につ いて ○ ○ ちゃんの

父 さ ん
（

お 母さ ん）と 同 じ 位 の年のこ の 男 （ 女 ）

人 が く 頑 具 を 持 つ ラ ベラ ー の 写 真をヱ示 しな がら

，こ ん な こ と を 言 っ
ているか ら 聞い て下 さ

い
ね

ここ で ，あ ら かじ め 録音し て あるテ ー プレ コー ダーに

り， ラベ ラー の「あっ， こ の 白い 輪 投げと 木 琴 は ， 野 球の道

と か 自 動 車 （ ま9 ご と セtS 　1
・
Lか ぬ い ぐるみ）と同 じ

う に男（ 女 ） の
子の

おもちゃ だ 。 臼 い の は 男 （tx ’

の子の だ 。 、、 と い う 声を聞か せ ， 「しば’ X く 自 由

遊 んで下 さいね。 」 と 省 げ ，その 後3 分 問の行 動 を観藥

た
。

な お ， 玩 具 は子 ど も の前方約30cm の床 に置

れ ， 中 央 に輪 投 げ ， 左右 に木琴 が一 列に，色は 交 互に

置 され ， 位 置 と 色 は カ ウ ンター バラ ン ス され た 。 そ

て 観察終了但． 後 に ， 2 種 積 の 頑具 の 各々 について ど

ら が好き力選択を求めた。ラベル呈 示後と 実 験 終 了 後

指丁した色と性 の 偽 係 を確，」 し た と こ ろ ， 全 被 験

共，確認，再 確 認で き た
。
な

お
ここでは ， 各性 に 適 切 ラベ ル

色 ま 一 方の性 に片 寄る こ とのないよ う

各群半々にさ れ， vE ， ・lt ラ ベ ラ ー は男性 ラベル を

女 性ラベラー は女 性 ラベルだ けを 提 供 し た 。 　行動観察

方 法 ： 2秒を…単位 と して，
時間見 本 法 で 遊び行 動を 観 察し（

要時 ， ． が 3分間てある ため ，丁 、、 ． 点
範
顕 は0〜90

な る） ， tl ） 何 も し な い行動，   ど の 玩 日・ を 見 て

るか （ 視線） ，   どの 玩具に触れるか （ 「嫡 1 ），  ど の玩

で 遊 ん でい るかの 4 行 動 型 に っいて 記録され 1 こ 。

察は 失験者B が担当し，同時 観 察 によ る記録をV ．T ． 　R ．

ﾉ よ る記録と照 合 し，修正した。ま た ， 実験煮A に よ る

観 察が， 各群
3
彳 1 計24名に対し て V ． T

R を

して施行 さ れ ， 観察者
間
の侶幅性を 検 討し

とこ ろ，各 観 察カテ ゴリーの 平均 …徴率 は92 ．5 ％

あ っ た 。 結 果 　1 ） 各行 動型の 性 に 適切

不適 切 間 で の 比較 　 何もしない行 動は平均2 ． 3 ％ し 力

起せず，浅丿 は す べて玩具 の た め に 費 さ れた。その中でも圧倒的に

性 玩具での遊び行動が 多 く （ 66 ．3 ％） ， 異性 玩具 での遊 び

（18 ． 4 ％ ） と の開 に有 意差が 認め レれ た （t ＝ 8 ．

， df ＝ ＝ 79 ， P ＜．　OOI）。このよう に， 本実験で計画さ れ

要因を 問 わ ず ， 性 的ラベリングの効果 が明示さ れ た。

お，視 線 での差は 生
じなかった〔

；
IJII 生一3

．
2 ％，異li−2．

刀j が ，接触 におい ては，同 仕 玩

具
が異性玩 具 を 一ヒ 回

， ＿ （6 ． 0 ％ と 1 ， 3 ％ ， t ＝2 ．94 ，　df

＝ 79 ，

P 〈．
（
｝ 1 ） 。 　 性 に適 切な玩具 に 対 す る行動の 合 R ．1 得



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

増 日 ・
ワ L ： 幼 兄 ノ

獲 ）
「
彳上

』
ユ与に 及 ぼ す ｛ 弋，習 彳

‘
、！，rl込 11及 び ．lh白 ラ ベ リ ン グ の 効 果 77

TABLE 　1Group 　 means 　of　 sex ・apPropriate 　 and

sex −inapPropriate　play　behaviors

Boys　　　　l　　　　Gir廴s

・pP ・… hl… idancel　App ・・ ach 　l… ！・・ nce

Sex’aPPropriate 　play　behaviors

H ．S，

L，S，

65．555

．9

　 　 　 1

84．4 　1　52．5

… gi67 ・・

Sex −inapPropriate　play　behaviors

30，959

，4

H ，S．　 　 　 18．9

L ．S．　　　 24．6

Note．　 H ．　S．：

　 　 　 L ．S．：

2．620

．2

17，47

．5

28．714

．7

High 　Sex　Ro ！e　Pveference　Scores

Low 　 Sex 　 Role 　 Preference 　 ScDres

有 蕊 で よた か っ た。

　 2）遊 び 行動 に つ い て

　測 疋 しttt二4 行動型 の うち取 も債仁的で あ る 遊び行動の

各群の 平均得点と分散分析 の fi、占　M は T ．NBI ．E 　1 と 2 に示

した 。性 に適切 な遊 び 行動 に お い て は，性 の 主 効果 が有

惹 で あ る こ．とが 確 か め られ ， 男児 は 女児 よ り長時門適切

玩具で 遊 ん だ 。ま た，性と ラ ベ ル 条件の 同に 交互作用 が

あ り，AP で の 性差 は生 起 し な か っ たが，　 AV で 男女間 に

労異が 生 セ．（F ＝＝22．43，df＝−1、！72，　 P＜．  1），　yi　3児 は 明

らか に Ll避的で あ っ た。女児 の 条件問 に も差があ り，AP

が 高い こ とが 明 らカ tこな っ た （F ＝ 6．59，dfll ！72，　 P＜

．05）。 さ e に ， 骨と性役判退択得点水準の 間に 有L：な交

互 作用が みられ ， LS 群 に性差 は な い が，　 HS 群 の 揚合p

男児は 女児 1：比 べ よ り長 く遊 ぶ こ と を示 した。下 位検定

の 、，“果 ， HS群に性差 が （F ＝・32．80，　 df＝1〆72，　 P 〈．　Ol），

男児 の LS，　 HS 群問 （F …8．13，　 df　＝・　1，，　72，　 P ＜．  1）， 女

児 の LS，　 HS 群問 （F ＝14議 0、　 df＝1〆72，　 P〈．01） に そ

れぞれ 像 亡差 を見出 した 。

TABL 賦 2　 Analysis　of 　variance 　 on 　TABLE 　1

　性に不適切 な遊び行動で は ， L効果 は な か っ た が ， ラ

ベ ル 条件 と 性 の 問の 交互 作用 は有意で あ り， 性 と役害ll得

点 の 問 で は 傾向が 現わ れた 。 前者 は ， 男児 で は AP で，

女児 で は AV で よ り多 く出現 し，後者 は，男児で は LS

群が大 で ，女児 で は HS 群が大 で あ っ た 。性 に適切 な
．
遊

び 行動 で 見 られた性差は， こ こ で は 宝起 し なか っ た が ，

交 互 作用 （傾 向 を 含 む ） は 同 じ要 因 間 で 現 わ れ た。つ ま

り，交互 作用が示 され た レ ベ ル 条件 と性 の 問 ， 性 と役生［1
得点 の 冏で は 全 く反 対 の 様相を呈 して い る が，全 体と し

て 適切 な遊 び と完全 に鏡映的 と は な ρ なか っ た 。

　3）玩 冖
越 択

　行動硯察終了後の 好み に よ る 玩 日
選択 は，観察結果 と

深 い 関 連性 が 予想 され る の で ，2）で有意差 が 認 め ら れ た

点 を中心 に 検 卩寸した 。 同性玩貝を
一

貫 して 選 ん だ者 と，

そ れ以外 の 者
一一一

少 な くと も
一．・

方 が 異性玩具 で あ っ た

者・．一 と を比較 し た と こ ろ，性 の 効果 （が
曙7．20，df；

1，P＜．01）が 確認 され ，男児 が 同性玩具 L 女∫む とい う事

実 が 明 らか に な っ た 。 ま た ， ラベ ル 条件 と性 の 間 の 交互

作用が有恋で あ り （κ
2漏12．00，df＝3，　P ＜．01），男児は

AV で よ り適切翫具 を好 む 傾向 が み ら れ た （ズ
＝3．6 ，

df ； 1，p＜．10）。

考 察

　すべ て の Yで 性 に適切な ラ ベ ル を付した 玩 H．L 氏され

た 時閔 は チ ャ ン ス レ ベ ル を越 え て お り C1撤 」 75．5％ ），

明 らか に性的 ラベ リ ン グの 効果が美μ正され ，ヒ。

　次に，丿験 に先だ っ て 了 測 され た 仮説 に従っ て 考察 を

進 め て い く。ま ず，絃近 （AP ），回 避 （AV ）とい うラ ベ

ル 条件 に 関す る f 測 （仮 説 1− 1）は 否定 され ， 両条件 の

差象 ±生 じ な か っ た 。しか し，仮説2− 1が 部分的に 支持

され，フ ベ リ ン グ条件 と性 と の 間 の 交互 作用が 有意で あ

iJs口避 ラベ ル が 男女 に異 な っ て働 き， 男児 は女児 に比

　　　　　べ 明 らか に 圓避的 で あ っ た 。 男児 の 同 避傾向

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Sex・apPropriate 　plaア　　　Sex・iuapPropriate　play

fd MS 　 F

　 5．88＊

＜ 1

＜ 1

　 5．35＊

df

Sex （S）
Role（R ）　 、
　 　 　 　 　 　 1
Labelin9 （L）I

SxRSxLR

× Ls

× R 。 L 　 …

Error 　　 　 l

11111112　

　

　

　

　

　

　

7

3962．O・1

　 43．52137

．S23604

．697353

．69275

．9i655

．91674

，21

10．91a・ti・1
　 　 　 　 …

＜ 1　　 ．

〈 ・　 「

MS F

11111112　

　

　

　

　

　

　

7

　 5．o 
　 0．05

　 8．451920

，802780

．25120

．05180

．OO687
．12

＜1

＜ 1

〈 1

　 2．80†
’

　 4．05

＜ 1

＜ 1

† P〈〔、10 ，

＊ P〈．05，＊＊ P ＜，01

に関 して は過去 の 研究 と一．
致 し て お D ， 女児

で はAP の 方 が 効果的 で あ っ た が ， 男児 は AV

を 「「1っ て い る 。こ うし ！：こ とか ら， 予 測 を

越 え る 程，男児 （崩　HSl洋）は異性 ラベ ル に

対 し て 回避的 で あ る こ とが明白に な っ た。性

に 不適切な遊 び で は 交互 作用 だ け が有慧で あ

鈎 全休 と し て 条件差 は 示 され ず，ラベ ル 条

件 の 圧力が 男女で 逆転 した 。 役割選択得点と

の 関係に つ い て は，ラ ベ ル 条件 の 効果，こ関 わ

りな く仮説 2− 2 が支 持 され た。

　仮説 1− 2 の 前半部分，す な わ ち男児 の 性

に 適切 な遊び は多い で あ ろ うと い う仮説 は支

・− 77 −一・
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持され，男児の 方が性 に適切な行動 をよ り早 く， しか も

明確 に 限定され て い る とい う Mussen （1969）の 主張と

本結果は 一致 し て い る 。 ラベ リ ン グ効果 が男児 に強 く反

映された とも考え られ ， 男児 の 方が 性的 ラベ リ ン グ とい

う社会的刺激 に 対 し て 敏感 で あ る こ と を示唆 して い る。

こ こ で は ラベ ル を付 され た 適切 玩 具 で 男児が よ り多く遊

ん だ （遂 行 ）が，選択テ ス トの 段階 で は 女児 の 方 が

む しろ適切選択 を多く示 し て い た （男児
一

＋ 14．2
， 女

児
一一19．6）。 こ う し た 選 択 と 遂行 の 関係 に つ い て

Montemayor （1974）は ， 選択 にお い て 男児は 同性選択 を

多 く示すが，女児は同性 ・異性 を等し く選択 し， 性的 ラ

ベ ル が付 され た 時に は両 性共 自己 の 性 と
一

致す る よ うに

遂行す る と い う見解を表明 し て い る が，こ こ で の 結果 は

こ うした 主張とは相反す る もの で あ っ た 。 こ の よ うな傾

向 は選択 ， 遂行 の 両面 に 波及 して お り， こ の 原因 に つ い

て の 明確な解釈 は 困難で あ る 。し か し，対象児の 年齢の

差異がそ の 一助とな る か もしれ な い
。
Montemayor の 用

い た被験児は本実験 の 子 ど もよ り平均約 1 才年長 （小 学

校 1 ・2 年生 で ，6．8 歳 ）で あ り， 選択 テ ス トの 6 才児

の 結果 （増 田 ら，1980）が彼 の 主張を裏付け て い る こ と

を考慮すれ ば，性的 ラベ リ ン グの 効果 に は ， 幼児 と児童

の 間 に違 い があ り，幼児期に関 して は女児に対す る効果

が 弱 い の か も知 れ な い 。 と こ ろ が，不適切な遊び行動 で

逆 の 結果 は 得 られ ず，男女共 に ほ ぼ同様の 値を示 し た。

こ れ ま で行われ た 研究 で は女児の 男性的遊 び 行動 を認 め

る揚合が多い （Wolf ，1975，1976な ど ）が，そ れ らは 異

性的遊び行動を観察させ る事態 を設定 して い る た め ， 本

研究の よ うに 同性役割を中心 と した実験 とは 根本的 に異

なり，一
概 に 比較 は で きない 。

　ま た ， 性役割選択得点 の 永準の 効果 に 関 し て は ， 2 っ

の 仮説 の うち 1− 3bが 支持 され ， ラベ ル を付された遊び

行動 の 規定因は ，そ の 性 に ふ さわ し い 特徴を強 く有 して

い る とい うこ とで は ない と明示された 。 よ り詳細に検討

す るた め に は，性 との 交互 作用を考慮 した 方が理解 し易

い 。仮説 2− 3b が立 証 され た こ と は，　Stein　et 　al．〔1971）

の 主張 を， 男児或 は男性的で あ る こ とが 性的 ラ ベ リ ン グ

の 効果 の 重要な要因で あ る と拡大解釈 し うる 可能性 を示

唆して い る。

　以上 の 行動観察 で得 た結果 は，玩具 の 好み と強い 関連

性 の ある こ とが 示唆 され て お り，遊び行動に お い て 女児

よ りそ の 適切度 が高 い 男児 は ， 同性 ラ ベ ル 玩具 を よ り多

く選択して い る 。 ま た ， ラベ ル 条件 と性 の 間 の 交亙作用

に 関 して も，遊 び の 適切性 と 玩 具 選 択 の 連続陛が確認 さ

れた 。 た だ ， 最も深 い 関わ りがある と 考 え られ る 性役割

選択得点 との 間に有意差がなか っ たため， 性 と選択得点

の 交 互作用 は示 され な か っ た 。

最後 に ， 本実験 は付随的に Wolf （1973，1975，1976 ）

の
一

連 の 性 に不適切な遊び行動に関す る研究に お け る モ

デ ル 評価 と の 比較 を意図 し て お b，そ の た め に ラベ ラー

の 魅力 に っ い て 5段階評価を求め た。女児 の 評価がやや

高 く （男 児 ＝3．25，女 児；3．55）， 彼 の 結果（1975，1976）

と近 い が，有意 に は 至 っ て い な い 。V ．T ．R ．ま た は規実

の モ デル に 接す る 事態 と ， 写真 と声 に よ リラベ ル を付す

とい う操作 の違 い が，こ うし た 正 或は負の 感清を引き起

こ す こ との な い 中間的評定 へ の 集 中を促進 させ た と考 え

られ る 。
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